
市 の 人 口
人 口 115,131人 (+  168人)

男 56,126人(+  111人)
女 59,005人(+ 　57人)

世帯数 50,799世帯(+　 157)
※（　）内は前月比較

令和元年10月末現在
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浦 添 市 の 家 計 簿問い合わせ
財政課

☎（876）1234
（内線2117）

浦添市の家計簿は、予算の執行状況や市有財産の状況、
市の借入金等を中心に年2回公表しております。

令和元年度上半期財政状況（令和元年9月30日現在）

人口 114,963人
男 56,015人
女 58,948人

世帯数 50,642世帯
面積 19.48k㎡

一般会計予算執行状況

各会計予算執行状況 市有財産の状況

歳出科目 予算現額 支出済額
構成比 （　）内は人件費 執行率

民　生　費 250億3,326万円 46.7% 122億8,732万円（　5億4,903万円） 49.1%
総　務　費 97億4,638万円 18.2% 22億　343万円（10億4,664万円） 22.6%
土　木　費 60億1,800万円 11.2% 30億3,826万円（　2億3,909万円） 50.5%
教　育　費 49億3,652万円 9.2% 27億5,523万円（　5億　323万円） 55.8%
公　債　費 27億9,235万円 5.2% 13億7,528万円（　　　　　　0円） 49.3%
衛　生　費 24億8,651万円 4.6% 13億1,902万円（　1億4,129万円） 53.1%
消　防　費 10億2,215万円 1.9% 5億4,775万円（　3億7,967万円） 53.6%
商　工　費 4億2,143万円 0.8% 1億5,201万円（　　 3,526万円） 36.1%
農林水産業費 1億3,146万円 0.2% 1億　　58万円（　　 1,404万円） 76.5%
そ　の　他  10億 80万円 1.9% 7億9,429万円（　1億8,764万円） 79.4%
総　　　額 535億8,885万円 100.0% 245億7,317万円（30億9,590万円） 45.7%

※各項目の合計と総額の相違に関しては、端数処理による。

●市民一人当たりに使われる主な経費
・民生費 217,751円   (生活保護、児童･母子･障がい者･老人の福祉増進など)
・土木費 　52,347円   (道路・街路・公園の建設・整備・維持管理など)
・教育費 　42,940円   (学校の管理・運営・増改築など)
・公債費 　24,289円   (借入金の元金・利子など)
・衛生費 　21,629円   (病気の予防・ごみ処理・公害対策など)

●一般会計の主な支出

●一般会計の主な収入

●市税の徴収状況(9月末時点)
本年度課税分 滞納繰越分

徴収率 徴収率
収 入 済 額 84億8,472万円 59.7% 7,035万円 36.9%
徴収すべき金額 142億1,191万円 1億9,072万円

● 市の借入金(9月末現在)
借 入 現 在 高 391億8,092万円
市民一人当たりの借金 34万円
一日当たりの支払利子 91万円

● 一時借入金の状況（9月末現在）
一 般 会 計 0円
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 0円
介 護 保 険 特 別 会 計 0円
公共下水道事業特別会計 0円
土地区画整理事業特別会計 0円
水 道 事 業 会 計 0円

会　計　名 予算現額 収入済額 支出済額 執行率
一 般 会 計 535億8,885万円 190億4,628万円 245億7,317万円 45.7%
国 民 健 康 保 険 128億3,125万円 52億2,125万円 58億4,972万円 45.6%
土地区画整理事業 32億8,829万円 7億3,932万円 14億9,333万円 45.4%
公 共 下 水 道 事 業 20億　374万円 8億2,595万円 9億4,547万円 47.2%
介 護 保 険 79億9,385万円 39億8,083万円 29億8,378万円 37.3%
後 期 高 齢 者 医 療 10億8,546万円 5億1,798万円 4億4,333万円 40.8%
水
道
事
業
会
計

収 益 的 収 入 26億9,993万円 10億4,813万円 38.8%
収 益 的 支 出   26億7,287万円 8億9,203万円 33.4%
資 本 的 収 入 1億 　 97万円 0万円 0%
資 本 的 支 出 9億  581万円 1億4,027万円 15.5%

土地
1,957,909㎡

建物
292,163㎡

基金
117億1,145万円

有価証券
7億9,615万円
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市内の高校生たちから寄せられた405点の中から
那覇工業高校服飾デザイン科２年の大

お お し ろ

城百
も も か

花さんが
考案した「50年の時を越え、一歩また未来へ、浦添市」
がキャッチフレーズに選ばれました。

「まなびフェスタ浦添2019」で、浦添市と名護市の移
動図書館を同時公開しました。秋空の下、訪れた人々
は普段あまり目にしない小さな図書館、特に名護市に
あるひんぷんガジュマルが描かれた「がじまる号」に関
心を寄せ、思い思いに本を手に取っていました。

両市職域と県民大会代表で試合を行いました。代
表女子は本番さながらの熱戦で浦添が勝利、職域は若
手からベテランまで元気の良い名護市が圧倒、1対1の
引き分け。試合後はオリオンビールで乾杯し、親睦を
深めました。

市制施行50周年記念
キャッチフレーズ決定記念品贈呈

浦添市「としょまる」×名護市「がじまる号」
移動図書館コラボ公開

浦添市・名護市市制施行50年記念
バレーボール交流大会

10/21
（月）

11/2
（土）

10/27
（日）

 市制施行50周年記念事業

　2020年７月１日は浦添市50歳の誕生日！節目を祝し、市全体
の機運を高めるため、さまざまな記念事業を行っています。
2020年に同じ50周年を迎える名護市とのコラボ企画も実施！

消防本部では、秋季全国火災予防運動（11月9日～15
日）に合わせ、幼年消防クラブの消防士体験を市内の幼
年消防クラブに加入している保育園を対象に開催しま
した。この体験は、火災が発生しやすい時期を迎えるに
あたり、幼年期からの正しい火のしつけをすることを目
的に毎年、実施しています。救助体験や放水体験をした
り、消防士が火災の時に着る防火衣やヘルメットを着装
しての写真撮影をしました。最後にはみんなの力をあわ
せて消防車と綱引きをしました。この体験を通して子ど
もたちは火災予防を学び、「火遊びは絶対にしません！」
と元気よく大きな声で防火の誓いを発声して、誓いを改
めて確認しました。

まちづくり生涯学習活動の普及・啓発を目的として
「まなびフェスタ浦添２０１９」がアイム・ユニバース て
だこホールをメイン会場に開催されました。

てだこ広場では学童保育まつりとニュースポーツ体験
会が同時開催され、スライムづくりやミニトランポリン
など子どもたちが楽しめるコーナーが盛りだくさんでし
た。あぎじゃび商店による「一生うちの子プロジェクト」
のお笑い劇では笑いを交えながら犬猫を飼う際の大切
な約束事が伝えられました。

このほか、中学生による平和交流事業の報告や市民
活動団体による体験活動、講座・講演会などが行われ、
さまざまな「まなび」を深める機会となりました。

11/12（火）〜14（木） 幼年消防クラブ消防士体験１１/２（土） まなびでつながる人とまち

10/26（土）・
　　27（日）

11/16（土）・
　〜18（月）

11/2（土）・
　　3（日）

夕日を浴びながら
カヌーを楽しむ！

バレーボールをとおして
友好都市蒲郡市との絆深まる

世界の文化に触れて感じる
国際協力

西海岸・カーミージー周辺海域の自然環境を保全・活
用する目的で、「里浜フェス・夕景カヌー＆防災を学ぶ２
day Camp in カーミージー 2019」（主催：一般社団法
人うらそえ里浜・未来ネットワーク、共催：浦添市、港川
自治会、協力：㈱タカラクリエイト、パナソニックホーム
ズ㈱）が、開催されました。

海側にテントを張り、防災時に役立つプログラム、星
空観察、夕方・朝方のカヌー体験などを満喫しました。
親子も含む30人程の参加者からは、「火起こし、牛乳
パックを再利用したホットドック作りなど初めて体験で
きた」、「魚の大群が飛び跳ねるのを間近で見たり、涼し
い風・自然を感じながらのカヌーも出来てよかった」と
の感想が寄せられました。

蒲郡バレーボール協会の皆さんが11月16日（土）から
18日（月）の日程で浦添市を訪れました。

11月16日（土）に開催された歓迎セレモニーでは、寺
て ら

部
べ

 紘
こ う

一
い ち

団長から松本市長に対し、「首里城火災へのお
悔やみと共に、再建へ役立てて欲しい」との善意（寄附
金）が寄せられました。

交流団一行は、浦添市バレーボール協会との交流試
合のほか、浦添チームと蒲郡チームの混成による試合
や、ANA SPORTS PARK 浦添でのバーベキュー、友好
都市提携のきっかけとなった浦添城跡内にある「愛国地
祖の塔」跡地を訪問するなどして、互いに親睦を深めま
した。

JICA沖縄センターで、おきなわ国際協力・交流フェ
スティバルが開催されました。今回は「SDGs沖縄発み
んなの取り組み」をテーマに、県内の団体がそれぞれの
活動を紹介し、来場者はワークショップを楽しみながら
日々の生活にある課題と取組みについて考えました。

10月から延長したモノレールの効果もあり、2日間を
通して過去最高の約6,300人が訪れ、JICA研修員との
交流や多国籍料理の屋台を楽しむ人で会場は大にぎわ
いでした。浦添市南米研修生の２人も母語で絵本の読み
聞かせをするなど、笑顔いっぱいに子どもたちや来場者
との交流を楽しみました。
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す
か
。
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の
ラ
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ビ
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で
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せ

た「
桜
の
戦
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」の
活
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で
す
。

　
七
つ
の
国
籍
を
持
ち
言
葉
も
文
化
も
違

う
日
本
代
表
が
O
n
e 

T
e
a
m
を
合
言
葉

に
一
丸
と
な
っ
て
勝
利
の
た
め
に
我
が
身

を
犠
牲
に
し
て
突
き
進
む
、
美
し
き
も
強
き

姿
を
私
た
ち
の
誰
も
が
讃
え
た
の
は
つ
い

最
近
の
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と
で
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な
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か
。
さ
ぁ
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今

度
は
私
た
ち
が
心
を
一
つ
に
し
て
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n
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T
e
a
m
に
な
る
時
な
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で
す
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首
里
と
歴
史
的
な
関
わ
り
の
深
い
浦
添

市
で
は
、
琉
球
歴
史
研
究
家
で
浦
添
市
立
図

書
館
の
上
里
隆
史
館
長
を
リ
ー
ダ
ー
に「
て

だ
こ
の
ま
ち
首
里
城
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

が
始
ま
り
ま
す
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お
金
を
集
め
て
現
実
の
首

里
城
を
目
に
見
え
る
形
で
復
元
す
る
だ
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で
は
な
く
、
歴
史
を
見
つ
め
直
し
な
が
ら
私

た
ち
の
心
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の
首
里
城
も
一
緒
に
時
間
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て
前
向
き
に
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ワ
ク
ワ
ク
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が
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復
元
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て
い
き
ま
し
ょ
う
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あ
の
日
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夜
明
け
、
ま
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で
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画
の
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シ
ー
ン
の
よ
う
に
真
っ
赤
な
炎
に
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ま
れ
な

が
ら
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首
里
城
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あ
っ
と
言
う
間
に
儚
く
消

え
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
だ
か
ら
正
直
に
書

き
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
私
に
と
っ
て
首
里
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は
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り
わ
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思
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れ
の
強
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別
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個
人
的
な
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り
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わ
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チ
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イ
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か
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い
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だ
か
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て
首
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一
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と
こ
ろ
が
残
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事
に
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究
明
や
消

火
体
制
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建
に
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け
た
財
政
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早
期
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望
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い
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思
い
ま
す
が
、
職
人
や
資
材
確
保
も
含
め

て
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期
化
す
る
こ
と
も
十
分
あ
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得
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し
ょ
う
。
だ
か
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こ
そ
、今
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焦
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な
く
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鎮
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一
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な
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取
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組
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大
切
だ
と
思
う
の
で
す
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そ
れ
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最
高
の
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あ
っ
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な
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で

首
里
城
と
ラ
グ
ビ
ー

問い合わせ：健康づくり課（内線☎︎3660）

・精白米 ……2合
・にんじん …小1/2本(約40g)
・ニラ ………小束1本(2g)
・ツナのオイル漬け
　……………1缶（80g)
・塩昆布 ……1/2パック(40g)
・しょうゆ …大さじ1

栄養成分表示（1人あたり）
エネルギー 337㎉／たんぱく
質：10.2g／脂質5.1g／炭水
化物62.7g／食塩相当量2.4g

①お米をとぐ。(約20分吸水する)
②にんじんはみじん切りにし、ニラは2
　～3cmにカットします。
③炊飯器にお米、にんじん、ツナのオイ
　ル漬け(油分も一緒に)、塩昆布、しょ
　うゆを入れて、水加減を炊飯器の2合
　に合わせて炊飯のスイッチオン！！！
④カットしたニラは炊飯後、最後に入
　れます。

材料（4人分） 作り方

簡単♪トゥンジージューシー
材料と調味料を一緒にスイッチポン!!

レシピ提供：いきいき高齢支援課　栄養士 諸
も ろ み ざ と

見里 朱
あ や こ

子

　一般的には、田芋、椎茸、カステラかま
ぼこ等が入っていますが、今回は材料の分
量がシンプルで自宅にあるもので、簡単に
つくれて栄養が摂取できるレシピになって
います。ニラがなければ、青ネギでも代用
可能です。

27品目

　　　

久
く ぼ た

保田 桃
も も

百ちゃん（7か月）西原在 高
たか

田
だ

 昂
こう

ちゃん（3歳）　 西原在

　　 紗
さ ほ

帆ちゃん（9歳）
金
きんじょう

城 凛
り く

玖ちゃん（7歳）・佳
けい

ちゃん（6歳）伊祖在

　　 美
み ゆ

憂ちゃん（5歳）・琉
る な

愛ちゃん（3歳）

アメコミュ：皮肉の扱い方 What's the deal with sarcasm?

　アメリカでは皮肉なコメントはよく使われています。例え
ば、野球の試合の日に大雨が降ったことに対して、「最高の
天気だね！」と言う人は不思議ではありません。では、なぜ話
し手は本音と真逆な表現をするのでしょうか。
　最もの理由はユーモアを表しているためです。アメリカ人
はよく冗談や軽い発言を会話に入れることがありますが、皮
肉もその一つです。つまり、皮肉は相手から笑いを誘いだ
すためや堅苦しい雰囲気を崩すために使われています。友
人から聞いた話ですが、毎朝出勤する時に、日本人の同僚に

「久しぶり」と挨拶をするそうです。それに対して、友人の同
僚は「久しぶりじゃない。昨日会ったでしょう！」と返してくるそ
うですが、皮肉が通じないこともユーモアの一つです。
　また、皮肉を使うことによって、期待外れの気持ちを表す
ことや相手への批判を隠すこともできます。しかし、このよう
な遠回しは以前紹介した「アメリカ人のはっきり言う文化」と
矛盾していると気づいている人がいるかもしれません。皮肉
に面白さがある反面、よく知らない人の気を損なうこともあ
ります。だから、皮肉を使う時は主に身近な人にしかできな
いものとなっています。身近な人なら、笑ってくれるだろうし、
そこまでムキにならないだろうというある程度の信頼感が
あるからではないでしょうか。
　最後に、皮肉が本当にわからない時は「Are you being 
sarcastic?（今の皮肉ですか）」と聞いてみてください。でも
その返事もまた皮肉な返しになるかもしれません。

　Sarcasm is used quite often in America. For example, if it 
rains on the day of a baseball game, then you might hear some 
people say, “What a great day to play baseball!” But for people 
unfamiliar with the concept of sarcasm, saying the opposite of 
what you mean can be difficult to understand.
　One of the main reasons that sarcasm is used is to be 
humorous. Americans often insert jokes or light comments 
into conversation to invite laughter or to lighten up the 
atmosphere, and sarcasm is just another type of method of 
doing so. A friend of mine told me how he always greets his 
Japanese coworkers with “Hisashiburi  (long time no see)”. Of 
course, not everyone understands exactly why he would say 
that even though they meet every morning. These types of 
situations where sarcasm isn’t picked up is one type of humor.
　In addition, sarcasm can also be used to express how things 
did not go as expected or to hide criticism from another 
person. Although, some people may have noticed that this 
type of communication contradicts how I mentioned that 
Americans are frank in speech. This contradiction exists 
because sarcasm can also be taken as a negative comment 
despite its quirky humor. In other words, most people tend 
to only use sarcasm with people they are close to and have a 
certain level of trust with, or people who are likely to laugh 
and not get offended by it.
　Finally, if you have a really difficult time deciphering 
sarcasm, try asking the speaker if they are being sarcastic and 
just hope that their answer isn’t another sarcastic reply.

vol.16

うちの自
慢の

美人さん
♡

夏祭り
楽しむぞー☆

水あそび
最高ー
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市
民
協
働
・
男
女
共
同
参
画

ハ
ー
モ
ニ
ー
セ
ン
タ
ー

☎（
8
7
4
）5
7
1
1

■
男
性
の
家
事・育
児
講
座

　
「
子
育
て
の
中
の
性
教
育
」～
あ

さ
と
家
の
場
合
～

　

家
事
・
育
児
を
担
い
が
ち
な
母

親
だ
け
で
な
く
、父
親
も
性
を
学
び
、

子
育
て
と
家
族
の
在
り
方
を
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　
12
月
22
日（
日
）午
前
10
時

～
午
前
11
時
30
分

場
所　
ハ
ー
モ
ニ
ー
セ
ン
タ
ー

講
師　
安あ

さ
と里 

瑞み
づ
ほ穂 

氏
、安あ

さ
と里 

邦く
に
お夫 

氏（
特
別
支
援
学
校
教
員
、“
人
間
と

性
”
教
育
研
究
協
議
会
会
員
）

対
象　
関
心
の
あ
る
人
な
ら
ど
な

た
で
も

定
員　
40
人

申
し
込
み　
電
話
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、メ
ー
ル
、

窓
口
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

浦
添
市
消
防
本
部

☎（
８
７
５
）0
1
1
9

■
救
急
法
講
習
会（
上
級
）

「
助
け
た
い 

思
い
を
ワ
ザ
に
救
急
法
」

　
成
人
・
小
児
・
乳
児
に
行
う
心
肺

蘇
生
法（
Ａ
Ｅ
Ｄ
含
む
）、外
傷
の
処

置
、止
血
法
、異
物
除
去
法
、患
者
搬

送
法
な
ど

日
時　
12
月
21
日
（
土
）午
前
９
時

～
午
後
６
時（
１
時
間
の
休
憩
あ
り
）

場
所　
消
防
本
部
２
階 

講
堂

定
員　
30
人（
市
内
在
住
・
在
勤
の

人
優
先
）

費
用　
無
料

申
し
込
み　
講
習
会
前
日
ま
で（
受

付
時
間
は
土
日
・
祝
日
除
く
午
前
８

時
30
分
～
午
後
５
時
）

■
令
和
２
年
浦
添
市
消
防
出
初
式

　

新
春
恒
例
、消
防
仕
事
始
め
の

式
典「
消
防
出
初
式
」を
行
い
ま
す
。

観
閲
式
の
ほ
か
、消
防
職
団
員
に
よ

る
展
示
訓
練
や
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ

に
よ
る
演
舞
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
令
和
2
年
１
月
８
日（
水
）

午
前
10
時
～
午
後
0
時
30
分

場
所　
浦
添
市
消
防
本
部

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

☎（
８
７
５
）２
１
０
０

■
産
後
ケ
ア
事
業

　

助
産
師
が
家
を
訪
問
し
、
お
母

さ
ん
の
心
身
の
健
康
に
関
す
る
相

談
や
乳
房
の
ケ
ア（
乳
房
マ
ッ
サ
ー

ジ
含
む
）、赤
ち
ゃ
ん
の
発
育
や
発

達
、
育
児
に
関
す
る
相
談
等
を
行

い
ま
す
。

対
象
者　
浦
添
市
に
住
民
登
録
が

あ
る
産
後
４
か
月
頃
ま
で
の
母
親

と
乳
児
で
、家
族
等
か
ら
十
分
な
援

助
が
受
け
ら
れ
ず
、心
身
の
不
調
や

育
児
不
安
等
が
あ
る
人

利
用
料　
１
回
に
つ
き
５
０
０
円

（
た
だ
し
、市
町
村
民
税
非
課
税
世

帯
、生
活
保
護
世
帯
は
無
料
）

■
集
団
健
診
の
お
知
ら
せ

　

1
月
の
総
合
健
診（
特
定
健
診
・
が

ん
検
診
）の
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

申
し
込
み　
12
月
18
日（
水
）～
20

日（
金
）沖
縄
県
健
康
づ
く
り
財
団

☎（
８
８
９
）６
４
５
２

実
施
日　
1
月
19
日（
日
）・
20
日（
月
）

場
所　
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

（
w
e
b
予
約
も
で
き
ま
す
。
詳
し

く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
が
ん
受

診
券
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

　

浦
添
市
美
術
館

☎（
８
７
９
）３
２
１
９

■
休
館
日
：
毎
週
月
曜
日
、12
月
28
日（
土
）

～
1
月
4
日（
土
）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

▲︎美術館
ホームページ

▲︎美術館
Facebook

■
大
平
特
別
支
援
学
校
生
徒
作
品

展「
て
ぃ
ー
だ
の
ひ
か
り
」

会
期　
12
月
10
日（
火
）ま
で

場
所　
企
画
展
示
室
・
講
堂

観
覧
料　
無
料

■
運
天
南
陽
書
道
展

会
期　
12
月
13
日（
金
）～
15
日（
日
）

場
所　
企
画
展
示
室
1
～
3

観
覧
料　
無
料

■
浦
添
工
業
高
校
デ
ザ
イ
ン
科
卒

業
作
品
展

会
期　
12
月
18
日（
水
）～
22
日（
日
）

場
所　
企
画
展
示
室
・
講
堂

観
覧
料　
無
料

■
浦
添
市
小
中
学
校
美
術
作
品
展

会
期　
12
月
25
日（
水
）～
令
和
2
年

1
月
23
日（
木
） 

※
美
術
館
主
催

場
所　
企
画
展
示
室
・
講
堂

観
覧
料　
無
料

関
連
イ
ベ
ン
ト

「
日
本
画
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

　

琉
球
漆
器
に
描
か
れ
た
花
や
鳥

を
日
本
画
絵
具
で
描
く　

会
期　
12
月
26
日（
木
）、27
日（
金
）

時
間　
午
後
1
時
〜
午
後
4
時

対
象　
小
・
中
学
生

定
員　
各
日
15
人

参
加
料　
千
円

申
し
込
み

☎
0
9
0（
5
5
3
6
）2
6
3
7

（
代
表

：

内
間
）

浦
添
市
立
図
書
館

☎（
８
７
６
）４
９
４
６

■
休
館
日
：
毎
週
月
曜
日
、27
日（
金・資
料

整
理
日
）、29
日（
日
）～
１
月
３
日（
金
）

※
１
月
４
日（
土
）午
前
中
は
休
館
、午
後
１

時
か
ら
開
館
し
ま
す
。

■
英
語
の
お
は
な
し
会

　

浦
添
市
国
際
交
流
員
に
よ
る
英

語
の
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

日
時　
12
月
10
日（
火
）午
後
４
時

～
午
後
４
時
30
分

■
お
は
な
し
の
部
屋

　
「
お
は
な
し
の
木
の
会
」
に
よ
る

語
り
聞
か
せ
や
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
を
行
い
ま
す
。

内
容　
ふ
ゆ
の
お
は
な
し

日
時　
12
月
14
日（
土
）午
前
11
時

30
分
～
正
午

対
象　
４
歳
以
上

■
空
と
ぶ
じ
ゅ
う
た
ん
お
は
な
し
会

内
容　
ク
リ
ス
マ
ス

日
時　
12
月
15
日（
日
）午
前
11
時

30
分
～
正
午

■
キ
ッ
ズ
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
上
映
会

『
T
h
e 

G
r
i
n
c
h
』

日
時　
12
月
15
日（
日
）午
後
2
時

か
ら（
92
分
）

場
所　
2
階 

視
聴
覚
室

※
英
語
音
声
・
日
本
語
字
幕
付
き
、

ア
ニ
メ

■
２
０
１
９
う
ら
そ
え
Ｙ
Ａ
文
芸

賞
表
彰
式・
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル

日
時　
12
月
8
日
（
日
）【
表
彰
式
】

午
後
2
時
～
午
後
2
時
40
分【
ビ
ブ
リ

オ
バ
ト
ル
】午
後
3
時
～
午
後
5
時

　

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
っ
て
ど
ん
な

も
の
？
読
書
好
き
が
集
ま
っ
て
、自

分
が
読
ん
で
面
白
い
と
思
っ
た
本

を
3
分
間
で
紹
介
し
あ
い
、各
自

が
読
み
た
く
な
っ
た
本
を
選
ん
で

「
チ
ャ
ン
プ
本
」1
冊
を
選
出
す
る

書
評
会
。本
は
絵
本
・
マ
ン
ガ
・
実
用

書
・
時
刻
表
等
な
ん
で
も
O
K
。

場
所　
浦
添
市
立
図
書
館

対
象　
中
高
生
・
大
学
生

費
用　
無
料

定
員　
20
人

必
要
な
も
の　
自
分
が
読
ん
で
面

白
い
と
思
っ
た
本
一
冊

申
し
込
み　
12
月
6
日（
金
）ま
で

メ
ー
ル　

to
s
y
o
k
a
n
@
c
ity

.
u
ra

so
e
.lg

.jp

浦
添
市
立
中
央
公
民
館

☎（
８
７
９
）５
５
０
３

F
A
X（
8
7
9
）5
5
3
0

■
令
和
2
年
度「
社
会
教
育
関
係
団

体
」登
録
申
請
説
明
会

　

新
年
度
、中
央
公
民
館
で
活
動
を

希
望
す
る
サ
ー
ク
ル
、団
体
へ
登
録

申
請
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
行
い

ま
す
。説
明
会
に
参
加
し
な
い
場
合

は
登
録
申
請
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

登
録
を
希
望
す
る
サ
ー
ク
ル
、団
体

は
必
ず
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

①
令
和
２
年
1
月
15
日

（
水
）午
後
6
時
か
ら 

②
令
和
２
年

1
月
17
日（
金
）午
前
10
時
か
ら

※
①
か
②
の
ど
ち
ら
か
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

場
所　

市
立
中
央
公
民
館
３
階  

ホ
ー
ル

対
象　
中
央
公
民
館
で
社
会
教
育

■
ハ
ー
ブ
生
活「
保
湿
ク
リ
ー
ム
＆

香
り
の
キ
ャ
ン
ド
ル
作
り
」

日
時　
12
月
14
日（
土
）午
前
10
時

～
正
午

参
加
費　
６
６
０
円

持
ち
物　
使
い
残
し
ロ
ー
ソ
ク（
約

25
グ
ラ
ム
）・
ロ
ー
ソ
ク
を
切
る

カ
ッ
タ
ー
ナ
イ
フ
・
新
聞
紙
1
枚

定
員　
12
人

■
お
正
月
に
作
り
た
い「
ジ
ー
マ
ー

ミ
豆
腐
」

日
時　
12
月
19
日（
木
）午
後
１
時

関
係
団
体
と
し
て
活
動
を
希
望
す

る
サ
ー
ク
ル
、団
体

■「
う
ら
そ
え
お
宝
ツ
ア
ー
～
当
山

地
域
編
～
」
講
座

　
「
緑
と
水
が
豊
か
で
う
ら
そ
え
の

歴
史
薫
る
地
域
・
当
山
」を
２
コ
ー

ス
に
分
け
て
散
策
し
ま
す
。

日
時　
令
和
２
年
１
月
18
日（
土
）、

25
日（
土
）午
前
10
時
～
正
午

場
所　
当
山
地
域（
浦
添
大
公
園
、

当
山
の
石
畳
道
、
浦
添
よ
う
ど
れ
等
）

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人

定
員　
20
人（
先
着
順
）

申
し
込
み　
12
月
２
日（
月
）か
ら

電
話
・
F
A
X
・
窓
口
で
受
け
付
け

そ
の
他　
歩
き
や
す
い
服
装
・
靴
で

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■「
日
食
の
ふ
し
ぎ
」
講
座

　

数
年
に
1
度
の
天
体
の
不
思
議

『
日
食
』の
原
理
を
勉
強
し
な
が
ら
、

実
際
に
グ
ラ
ス
を
使
い
日
食
観
望

会
を
体
験
し
ま
す
。

日
時　
12
月
26
日（
木
）午
後
1
時

30
分
～
午
後
3
時
30
分

場
所　
浦
添
市
立
中
央
公
民
館
2

階 

視
聴
覚
室
、公
民
館
屋
上

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

人定
員　
15
人（
先
着
順
）

材
料
費　
2
0
0
円（
日
食
グ
ラ
ス

代
）

申
し
込
み　

12
月
5
日（
木
）
か
ら

電
話
・
F
A
X
・
窓
口
で
受
け
付
け

※
雨
天
決
行
。
座
学
を
学
び
ま
す
。

浦
添
市
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

☎（
８
６
１
）３
１
９
６

■
休
館
日
：
毎
週
月
曜
日
、29
日（
日
）～
１

月
３
日（
金
）

～
午
後
３
時

参
加
費　
２
６
０
円

持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

定
員　
10
人

■
お
正
月
に
飾
り
た
い「
苔
玉
作
り
」

日
時　
12
月
22
日（
日
）午
前
10
時

〜
正
午

参
加
費　
1
0
6
0
円

持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
・
手
袋
・
お
手

拭
き

定
員　
10
人

【健康シリーズ】

　肺炎球菌は唾液などを通じて飛沫感染し、肺炎、
敗血症などの重い合併症を引き起こすことがあり
ます。市では高齢者肺炎球菌ワクチンの定期接種
対象の人には紫色の予診票を４月頃に郵送してい
ます。定期接種対象者：今年度65歳、70歳、75歳、
80歳、85歳、90歳、95歳、100歳以上の人で、今ま
でに公費・自費を問わず肺炎球菌予防ワクチンを接
種したことがない人
※今年度の対象者については５年後、再度対象とはな
りません。今回のみの機会となります。この機会を逃さ
ないようにご注意ください。

【問い合わせ】浦添市健康づくり課
（浦添市保健相談センター） ☎（875）2100（直通）

高齢者肺炎球菌
予防接種を
受けましたか？
ご家族・ご友人同士、
確認してみましょう！



自
分
の
想
い
の
ま
ま
に

素
直
に
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
る

2018年「YOLO creation」を立ち上げ、
フォトグラファー、ビデオグラファーと
して活躍。自身の感性を大切にし、『こ
の人に撮られたい！』と思われるフォト
グラファーになりたいと意気込む

PROFILE
砂川　諒（31）

し
た
一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ
で
し
た
。「
こ
の
時
の
旅
を
き
っ
か
け
に

ど
ん
ど
ん
写
真
に
熱
中
し
て
い
き
ま
し
た
。
今
思
え
ば
私
の
原

点
は
そ
こ
に
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
」
と
砂
川
さ
ん
は
振
り
返

り
ま
す
。

　

約
一
年
の
旅
を
終
え
た
砂
川
さ
ん
は
、
世
界
の
広
さ
、
そ
の

土
地
土
地
の
す
ば
ら
し
さ
を
知
り
、
故
郷
沖
縄
の
魅
力
を
世
界

に
広
め
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。
大
学
卒
業
後
は
、
沖

縄
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
で
沖
縄
の
魅
力
発
信
に

尽
力
し
ま
す
。
そ
の
傍
ら
、
友
人
や
知
人
か
ら
撮
影
を
お
願
い

さ
れ
る
機
会
が
多
々
あ
る
中
で
カ
メ
ラ
の
腕
を
磨
き
、
30
歳
の

節
目
で「Y

O
L

O
 crea

tio
n

」
を
設
立
し
、フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ァ
ー

と
し
て
独
立
を
果
た
し
ま
す
。

　

歩
み
だ
し
た
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ァ
ー
と
し
て
の
道
。
写
真
を
通

し
て
伝
え
る
こ
と
に
迷
い
を
生
じ
さ
せ
る
出
来
事
が
起
こ
り
ま

す
。
そ
れ
は
10
月
31
日
未
明
に
発
生
し
た
首
里
城
火
災
で
し
た
。

一
報
を
聞
き
、
気
づ
け
ば
現
場
に
足
を
運
ん
で
い
た
と
い
う
砂

川
さ
ん
。
燃
え
る
首
里
城
を
見
な
が
ら
呆
然
と
立
っ
て
い
る
お

じ
ぃ
に
涙
を
流
す
お
ば
ぁ
、
そ
こ
に
い
る
地
域
住
民
の〝
今
〟
を

無
我
夢
中
に
写
真
に
収
め
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
ア
ッ
プ
し
ま
す
が
、「
報

道
カ
メ
ラ
マ
ン
で
も
な
い
私
が
、
こ
う
い
う
こ
と
を
し
て
い
い

の
か
」
と
自
身
の
行
動
に
疑
問
を
持
ち
ま
す
。
自
問
自
答
す
る

「
Ｙ

Ｏ
Ｕ 

Ｏ
Ｎ
Ｌ
Ｙ 

Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ 

Ｏ
Ｎ
Ｃ
Ｅ（
人
生
一
度
き

り
）」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
る
の
は
、

フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ァ
ー
の
砂
川 

諒
さ
ん（
31
）
で
す
。

　

世
界
中
を
飛
び
回
り
人
物
や
風
景
な
ど
自
身
が
撮
り
た
い
も

の
を
撮
り
な
が
ら
、
企
業
広
告
に
使
用
す
る
写
真
や
動
画
制
作

な
ど
を
手
掛
け
、
最
近
で
は
観
光
親
善
使
節
ミ
ス
沖
縄
へ
の
写

真
講
座
を
依
頼
さ
れ
る
な
ど
日
々
活
躍
の
場
を
広
げ
て
い
ま
す
。

　

元
々
旅
が
好
き
で
、
大
学
在
学
中
に
日
本
中
を
自
転
車
や
ヒ
ッ

チ
ハ
イ
ク
で
旅
し
た
り
、
ス
イ
ス
へ
の
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参

加
や
香
港
へ
の
留
学
な
ど
の
経
験
が
あ
る
と
い
う
砂
川
さ
ん
。

写
真
に
は
ま
っ
た
き
っ
か
け
は
、
大
学
生
の
時
。
卒
業
後
は
就

職
す
る
つ
も
り
で
、
周
り
か
ら
も
期
待
さ
れ
な
が
ら
就
職
活
動

を
し
て
い
た
大
学
３
年
の
冬
。
砂
川
さ
ん
は
急
に「
こ
の
ま
ま
就

職
し
て
も
い
い
の
だ
ろ
う
か
。
も
っ
と
何
か
や
れ
る
こ
と
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
」
と
思
う
よ
う
に
な
り
、
大
学
を
休
学
し
て

世
界
一
周
の
旅
に
出
ま
す
。
決
意
か
ら
出
発
ま
で
わ
ず
か
４
か

月
。
必
死
に
バ
イ
ト
し
お
金
を
貯
め
、
足
り
な
い
分
は
、
大
学

に
プ
レ
ゼ
ン
を
し
て
物
資
面
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
も
ら
い
、
県
内

ラ
ジ
オ
局
に
も
企
画
を
持
ち
込
み
、
世
界
を
旅
す
る
中
で
自
分

の
目
で
見
て
感
じ
た
こ
と
を
ブ
ロ
グ
や
電
波
に
乗
せ
発
信
し
ま

し
た
。
そ
の
発
信
ツ
ー
ル
の
ひ
と
つ
が
旅
の
お
供
と
し
て
購
入

中
、
県
外
・
海
外
に
い
る
友
人
や
、
フ
ォ
ロ
ワ
ー
で
は
な
い
人
た

ち
か
ら
、「
今
起
き
て
い
る
現
状
を
知
れ
て
よ
か
っ
た
。
あ
り
が

と
う
」、「
あ
な
た
の
写
真
か
ら
伝
わ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
り
ま

し
た
。
シ
ェ
ア
さ
せ
て
く
だ
さ
い
」
と
い
っ
た
反
応
が
寄
せ
ら

れ
ま
す
。
砂
川
さ
ん
は
こ
の
声
で「
自
分
の
感
性
を
信
じ
て
、
一

枚
一
枚
に
想
い
を
込
め
て
伝
え
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
実
感

し
た
」
と
、
写
真
を
職
に
す
る
も
の
の
使
命
感
や
伝
え
る
こ
と

の
意
味
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
と
語
り
ま
す
。

　

フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ァ
ー
と
し
て
歩
み
だ
し
た
ば
か
り
の
砂
川
さ

ん
は
こ
う
言
い
ま
す
。「
自
分
の
人
生
に
お
い
て
、〝
旅
〟
は
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
そ
の
国
や
地
域
で
出
会
っ
た
人
、
風
景
、
感
じ

た
文
化
な
ど
を
自
分
の
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
し
て
写
真
に
収
め
、

そ
れ
ら
を
何
ら
か
の
形
で
表
現
し
続
け
る
こ
と
が
自
分
自
身
へ

の
挑
戦
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
人
生
は
一
度
き
り
。
や
ら
な
い

後
悔
よ
り
行
動
し
た
後
の
達
成
感
に
浸
り
た
い
」。

　

常
日
頃
か
ら
そ
う
考
え
て
い
る
砂
川
さ
ん
の
姿
は
生
き
生
き

と
し
、
こ
れ
か
ら
も
自
分
の
想
い
に
素
直
に
、
自
分
の
リ
ズ
ム

と
ペ
ー
ス
で
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
り
続
け
ま
す
。「
人
々
の
心
を
震

わ
せ
る
一
枚
」
を
収
め
る
た
め
に
。

❶お城へ入る秘密道を教えてくれた少女
（ヨルダン）❷ヒッチハイクと徒歩で辿り
ついたマチュピチュ（ペルー）❸モデルの
持つ魅力を引き出すのが醍醐味

［期間］ 2019年12月9日（月）～28日（土）
［場所］rat & sheep
　　　 浦添市港川2-13-9（日曜定休）

［入場］ 無料
詳細はインスタグラムまで
@ryosunagawa

［写真展開催］

❶

❷

❸
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よ
う
な
配
慮
を
求
め
て
い
る
か
を

聞
い
て
、そ
の
人
の
個
性
や
能
力
が

生
か
せ
る
よ
う
な
配
慮
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、障
が
い
の
種
類
や
程
度
、

手
帳
所
持
の
有
無
、手
帳
の
等
級
に

よ
っ
て
受
け
ら
れ
る
福
祉
制
度
が

異
な
り
ま
す
。障
が
い
を
持
っ
た
時

に
利
用
で
き
る
様
々
な
福
祉
制
度

が
あ
り
ま
す
。詳
し
く
は
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

第
６
回
バ
リ
ア
フ
リ
ー

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

問 

第
６
回
バ
リ
ア
フ
リ
ー

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
実
行
委
員
会

☎  

（
８
７
９
）１
０
０
０

　

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
体
験
、介
護

を
応
援
す
る
総
合
福
祉
展
、福
祉
用

具
の
展
示
・
体
験
、セ
ミ
ナ
ー
、介
護

相
談
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
時　

12
月
8
日（
日
）
午
前
10
時

～
午
後
4
時

場
所　

A
N
A 

S
P
O
R
T
S 

P
A
R
K 

浦
添（
浦
添
運
動
公
園
）

対
象　

ど
な
た
で
も
参
加
可
能

費
用　

無
料

※
申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

間
」
で
す
。
県
内
事
業
者
の
エ
コ
な

取
り
組
み
の
紹
介
や
、
温
暖
化
防
止

に
役
立
つ
情
報
を
お
伝
え
す
る
展

示
会
、
家
庭
の
省
エ
ネ
ポ
イ
ン
ト
を

教
え
て
く
れ
る
家
庭
の
エ
コ
診
断

な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

日
時　
12
月
9
日（
月
）～
13
日（
金
）

場
所　
市
役
所
１
階 

ロ
ビ
ー

▲地球温暖化防
止展

12
月
３
日
か
ら
９
日
ま
で
の

１
週
間
は
障
害
者
週
間
で
す

問 

障
が
い
福
祉
課

☎  

内
線
3
５
６
１
～
３
５
６
５

　

障
害
者
週
間
は
、国
民
の
間
に
広

く
障
が
い
者
へ
の
福
祉
に
つ
い
て

の
関
心
と
理
解
を
深
め
る
こ
と
と
、

障
が
い
者
の
社
会
参
加
意
欲
を
高

め
る
た
め
に
、障
害
者
基
本
法
で
定

め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

障
が
い
に
は
、「
視
覚
障
が
い
」、

「
聴
覚
障
が
い
」、「
肢
体
不
自
由
」、

「
言
語
障
が
い
」、「
内
部
障
が
い（
内

臓
機
能
の
障
が
い
）」、「
精
神
障
が

い
」、「
知
的
障
が
い
」、「
発
達
障
が

い
」な
ど
様
々
な
種
類
が
あ
り
、症

状
に
も
違
い
が
あ
り
ま
す
。

　

障
が
い
は
誰
に
で
も
生
じ
る
可

能
性
の
あ
る
身
近
な
も
の
で
す
。障

が
い
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、す
べ
て

の
人
が
と
も
に
暮
ら
し
て
い
く
社

会
の
実
現
の
た
め
に
、障
が
い
を
正

し
く
理
解
し
、日
常
生
活
な
ど
で
相

手
の
立
場
に
立
っ
て
積
極
的
に
サ

ポ
ー
ト
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。そ

の
際
は
、障
が
い
の
あ
る
人
が
ど
の

70
歳
以
上
、土
日・祝
日
限
定

ゆ
い
レ
ー
ル「
が
ん
じ
ゅ
う
１

日
乗
車
券
」販
売

問 

い
き
い
き
高
齢
支
援
課 

高
齢

福
祉
係

☎  

内
線
３
５
６
７

　

市
内
の
高
齢
者
の
外
出
す
る
機

会
の
充
実
を
目
的
と
し
て
、沖
縄
都

市
モ
ノ
レ
ー
ル
各
駅
窓
口
で
、土

日
・
祝
日
に
限
り
、「
が
ん
じ
ゅ
う
１

日
乗
車
券
」を
販
売
し
て
い
ま
す
。

こ
の
乗
車
券
は
購
入
し
た
日
に
限

り
、ゆ
い
レ
ー
ル
全
線
が
乗
り
放
題

と
な
る
券
で
、
3
0
0
円
で
購
入

で
き
ま
す
。

対
象　

満
70
歳
以
上
の
浦
添
市
民

利
用
で
き
る
日　

土
日
・
祝
日
・
慰

霊
の
日

※
購
入
の
際
に
は
、年
齢（
生
年
月

日
）と
浦
添
市
に
住
ん
で
い
る
こ
と

が
確
認
で
き
る
公
的
証
明
書（
運
転

免
許
証
、介
護
保
険
被
保
険
者
証
な

ど
）の
提
示
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

「
道
路
の
老
朽
化
対
策
」

パ
ネ
ル
展
の
開
催

問 

道
路
課

☎  

内
線
４
５
６
１
～
４
５
６
８

　

道
路
イ
ン
フ
ラ
の
現
状
を
広
く

ご
紹
介
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

「
道
路
の
老
朽
化
対
策
」の
パ
ネ
ル

展
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

12
月
16
日（
月
）～
20
日（
金
）

場
所　

市
役
所
１
階 

ロ
ビ
ー

地
球
温
暖
化
防
止
展

問 

環
境
保
全
課

☎  

内
線
３
２
２
１

　

12
月
は
「
地
球
温
暖
化
防
止
月

各
種
相
談
窓
口
の
ご
案
内

問 

市
民
相
談
室
・
消
費
生
活
相

談
室

☎  

（
８
５
１
）５
０
５
９

問 

市
民
生
活
課

☎  

内
線
３
０
１
２

　

各
種
相
談
無
料
。秘
密
厳
守
し
ま

す
。

場
所　

市
民
相
談
室（
市
役
所
１
階
）

【
各
種
相
談
】

●
市
民
相
談

　

市
民
生
活
に
関
わ
る
市
民
の
一

般
相
談
お
よ
び
市
行
政
に
対
す
る

意
見
や
要
望
、苦
情
な
ど

日
時　

月
～
金
曜
日
、午
前
９
時
～

午
後
５
時（
※
祝
日
除
く
）

●
法
律
相
談（
要
予
約
）

　

市
民
相
談
に
関
わ
る
諸
々
の
法

律
相
談
。

日
時　

弁
護
士
相
談
は
毎
週
火
曜

日
、司
法
書
士
相
談
は
毎
週
水
曜
日
、

と
も
に
午
後
２
時
～
午
後
４
時
30

分●
行
政
相
談

　

行
政
機
関
等
の
業
務
に
関
す
る

相
談
。

日
時　

毎
週
木
曜
日（
第
５
週
木
曜

日
を
除
く
）午
後
２
時
～
午
後
４
時

●
消
費
生
活
相
談

日
時　

毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
午
前

10
時
～
午
後
４
時

※
各
種
相
談
窓
口
は
正
午
～
午
後

１
時
、土
日
・
祝
日
は
休
み
で
す
。

子
育
て
・
教
育

オ
ン
ラ
イ
ン
で
児
童
手
当
の

申
請
が
で
き
ま
す

問 

こ
ど
も
家
庭
課

☎  

内
線
３
６
１
８

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト（
マ
イ
ナ
ポ
ー

タ
ル
）上
で
児
童
手
当
の
申
請
が
で

き
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
は
、政
府
が
運

営
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
で

す
。こ
の
サ
イ
ト
を
利
用
し
て
、児

童
手
当
の
各
種
申
請
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：

h
ttp

s://m
y
n
a
.g
o
.jp

/

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
で
で
き
る
児
童

手
当
の
申
請

●
認
定
請
求（
第
一
子
出
生
・
転
入

時
等
）

●
額
改
定
届（
第
二
子
以
降
の
出
生

等
）

●
受
給
事
由
消
滅
届（
転
出
等
）

●
寄
附
の
申
出
、
変
更
・
撤
回

●
現
況
届（
毎
年
六
月
の
更
新
手
続

き
）等

申
請
に
必
要
な
も
の

●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
対
応

す
る
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ

ま
た
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
）

●
各
種
申
請
で
必
要
と
な
る
書
類

申
請
方
法　

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
使
っ
て
ロ
グ
イ
ン

を
し
て
、各
種
申
請
画
面
に
進
ん
で

く
だ
さ
い
。

年
末
・
年
始

市
役
所
・
関
係
施
設
の

年
末
年
始
の
業
務
案
内

　

12
月
28
日（
土
）か
ら
令
和
２
年
１

月
５
日（
日
）は
年
末
年
始
に
あ
た
り
、

市
役
所
・
関
係
施
設
は
閉
庁
し
ま
す
。

●
市
民
課

☎（
内
線
３
０
６
５
・
３
０
６
６
）

　

戸
籍
に
関
す
る
届
け
出（
婚
姻
・

離
婚
・
出
生
・
死
亡
な
ど
）の
仮
受
付

は
年
末
年
始
も
可
能
で
す
。

※
死
亡
届
は
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
15
分

※
住
民
票
・
印
鑑
証
明
書
・
戸
籍
な

ど
の
証
明
書
の
交
付
お
よ
び
住
民

異
動
届
出（
転
入
出
・
転
居
な
ど
）は

で
き
ま
せ
ん
。証
明
書
自
動
交
付
機

も
停
止
し
ま
す
。

●
水
道
部
営
業
課

☎（
８
７
７
）８
４
７
６

　

引
越
し
に
伴
う
受
付
は
、12
月
27

日（
金
）午
後
４
時
ま
で
で
す
。

●
水
道
部
配
水
課

☎（
８
７
７
）８
４
９
４

　

漏
水
・
出
水
不
良
な
ど
は
、年
末

年
始
も
24
時
間
受
け
付
け
ま
す
。

●
A
N
A 

S
P
O
R
T
S 

P
A
R
K 

浦
添
内
の
各
体
育
施
設

☎（
８
７
６
）７
３
２
２

☎（
9
4
2
）4
1
3
2（
A
N
A 

ま
じ
ゅ
ん
ら
ん
ど 

浦
添
）

　

12
月
28
日（
土
）～
令
和
２
年
１

月
３
日（
金
）

税
金
・
保
険
・
年
金

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を

利
用
し
ま
し
ょ
う
!

問 

国
民
健
康
保
険
課 

給
付
係

☎  

内
線
３
７
１
５
・
３
７
１
６

　

薬
に
は
先
発
医
薬
品
と
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品（
後
発
医
薬
品
）が

あ
り
ま
す
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
は
先
発
医
薬
品
に
比
べ
て
低
価

格
な
薬
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

差
額
通
知
書
」を
年
４
回
送
付
し
て

お
り
、２
か
月
前
に
利
用
し
た
薬
局

名
、調
剤
さ
れ
た
薬
品
名
、薬
品
の

単
価
や
軽
減
見
込
額
等
を
記
載
し

て
い
ま
す
。

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
変
更

希
望
す
る
際
に
は
、主
治
医
や
薬
剤

師
と
十
分
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

暮
ら
し
・
環
境
・
福
祉

宝
く
じ
が
地
域
の
た
め
に

問 

消
防
本
部
予
防
課

☎  

（
8
7
8
）3
9
8
2

　

消
防
本
部
で
は
、宝
く
じ
助
成
金

を
利
用
し
て
、防
火
広
報
用
視
聴
覚

資
器
材
を
整
備
し
ま
し
た
。整
備
し

た
備
品
は「
浦
添
市
女
性
防
火
ク
ラ

ブ
」の
研
修
会
や
地
域
で
ク
ラ
ブ
員

が
実
施
す
る
講
習
会
等
で
利
用
し

ま
す
。

※
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
宝
く

じ
の
普
及
広
報
活
動
の
一
環
と

し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

▲宝くじの助成金で整備した備品

介
護
予
防
教
室
参
加
者
募
集

問 
い
き
い
き
高
齢
支
援
課

☎  

内
線
３
５
３
１
～
３
５
３
４

　

１
月
・
2
月
の
２
か
月
間
、週
２

回
の
筋
ト
レ
・
水
中
運
動
の
介
護
予

防
教
室
を
開
催
し
ま
す
。運
動
し
た

い
け
ど
や
り
方
が
わ
か
ら
な
い
、健

康
づ
く
り
を
し
た
い
と
い
う
人
は
、

こ
の
機
会
に
介
護
予
防
を
始
め
て

み
ま
せ
ん
か
？

※
開
催
日
時
な
ど
は
開
催
場
所
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。詳
し
く
は
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

場
所

〈
生
き
い
き
貯
筋
く
ら
ぶ
（
筋
ト

レ
）〉

●
ワ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
グ
沖
縄　

●
メ
デ
ィ
カ
ル
ジ
ム
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

●
カ
ー
ブ
ス
浦
添
宮
城
、
浦
添
バ
ー

ク
レ
ー
、マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
伊
祖

※
カ
ー
ブ
ス
は
女
性
専
用

〈
い
ま
い
ゆ
く
ら
ぶ（
水
中
運
動
）〉

●
Ｊ
Ｓ
Ｓ
浦
添
ス
イ
ミ
ン
グ
ス

ク
ー
ル

対
象　

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の

人
で
、介
護
の
認
定
を
受
け
て
い
な

い
人
、初
め
て
の
人
を
優
先

※
同
事
業
を
初
め
て
利
用
す
る
人

を
優
先
し
ま
す
。

費
用　

１
か
月
に
つ
き
１
６
０
０

円募
集
人
数　

各
事
業
所
３
～
５
人

申
込
方
法　

い
き
い
き
高
齢
支
援

課
へ
電
話
で
仮
予
約
後
、窓
口
で
申

込
書
を
記
入
。

※
教
室
参
加
前
に
12
月
23
日（
月
）

午
後
２
時
か
ら
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
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D
M
O（
観
光
地
域
づ
く
り
法

人
）セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

問 

観
光
振
興
課

☎  

内
線
3
1
6
6

　

魅
力
あ
る
観
光
地
づ
く
り
の
推

進
役
と
し
て
期
待
さ
れ
る「
日
本
版

D
M
O
」の
概
要
や
既
に
D
M
O
形

成
に
取
り
組
ん
で
い
る
全
国
各
地

の
団
体
や
現
状
に
つ
い
て
、そ
の
支

援
実
績
を
持
つ
専
門
家
に
講
話
を

し
て
も
ら
い
、さ
ら
に
沖
縄
県
の
新

た
な「
観
光
振
興
エ
リ
ア
」と
し
て

期
待
さ
れ
る
、浦
添
市
の
現
状
と
そ

の
可
能
性
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

る
内
容
で
す
。

日
時　

12
月
18
日（
水
）午
後
７
時

～
午
後
９
時

場
所　

ア
イ
ム
・
ユ
ニ
バ
ー
ス 

て
だ

こ
ホ
ー
ル 

市
民
交
流
室

対
象　

浦
添
市
民
・
浦
添
観
光
に
関

心
の
あ
る
人

費
用　

無
料

定
員　

１
０
０
人

※
申
し
込
み
は
メ
ー
ル（k

a
n

k
o

@
c

ity
.u

r
a

s
o

e
.lg

.jp

）ま
た
は

F
A
X（
8
7
6
）9
4
6
7
で
受

け
付
け
し
ま
す
。

競
争
入
札
参
加
資
格
審
査

申
請
の
受
付

問 

契
約
検
査
課

☎  

内
線
4
5
1
2
～
4
5
1
4

　

市
の
発
注
す
る
業
務
に
つ
い
て
、

令
和
2
・
3
年
度「
物
品
・
役
務
」お

よ
び
令
和
2
年
度「
建
設
工
事
等
」

の
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
受
付

を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

申
請
書
要
綱
配
布　
　
　
　

　

12
月
2
日（
月
）か
ら
、
契
約
検

査
課
窓
口
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
配

布
し
ま
す
。

受
付
時
間　

午
前
9
時
～
午
前
11

時
、午
後
1
時
30
分
～
午
後
4
時

（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

※
要
綱
等
を
熟
読
し
た
上
で
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

※
複
数
の
業
務
を
申
請
す
る
場
合

は
、フ
ァ
イ
ル
を
分
け
て
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
は
必
ず
持
参
し
、受
付
期

間
内
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。郵
送

に
よ
る
受
け
付
け
は
行
い
ま
せ
ん
。

【
物
品
・
役
務
の
受
付
業
務
】

①
物
品
の
購
入
お
よ
び
賃
貸
借

②
印
刷
・
清
掃
・
警
備
・
建
物
設
備
管
理

受
付
期
間　

令
和
2
年
1
月
9
日

（
木
）～
27
日（
月
）

※
新
規
登
録
で
有
効
期
間
は
2
年

で
す
。

【
建
設
工
事
等
の
受
付
業
務
】

③
建
設
工
事（
水
道
施
設
工
事
を
含

む
）

④
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

等
業
務

⑤
漏
水
調
査
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務

⑥
量
水
器
購
入

⑦
廃
棄
量
水
器
売
却

受
付
期
間　

令
和
2
年
2
月
3
日

（
月
）～
18
日（
火
）

※
追
加
登
録
で
有
効
期
間
は
1
年

で
す
。

55
歳
以
上
向
け
就
労
相
談
会

問 

浦
添
市
グ
ッ
ジ
ョ
ブ
連
携
協

議
会

☎  

（
９
６
２
）９
２
５
２

　

就
職
活
動
に
必
要
な
情
報
を
ま

と
め
、
今
だ
か
ら
で
き
る
職
業
研

究
、
就
職
に
関
す
る
相
談
が
で
き

る
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

日
時　

①
12
月
12
日（
木
）午
後
7

時
～
午
後
9
時
、②
12
月
18
日（
水
）

午
前
10
時
～
正
午

場
所　

①
県
営
沢
岻
高
層
住
宅
自

治
会（
浦
添
市
沢
岻
2
丁
目
18

−

1
）、

②
浦
添
市
議
会
棟
１
階 

1
0
2
・

1
0
3
会
議
室

対
象　

55
歳
以
上
の
人

参
加
料　

無
料

定
員　

先
着
20
人

申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
み

※
要
事
前
申
し
込
み

※
求
職
活
動
実
績
対
象
セ
ミ
ナ
ー

て
だ
こ
の
ま
ち
首
里
城
応
援

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
募
金

問 

文
化
財
課

☎  

内
線
６
２
１
１
・
６
２
１
３

　

市
で
は
首
里
城
支
援
の
募
金
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

期
間　
令
和
2
年
3
月
31
日
ま
で

（
市
役
所
開
庁
日
の
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時
）

場
所　
市
役
所
１
階 

総
合
案
内

そ
の
他　
団
体
の
場
合
は
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
に
伝
え
た
い
市
民
講
座

〈
全
５
回
〉
浦
添
市
P
T
A
連

合
会
母
親
委
員
会
共
催

問 
教
育
総
務
課

☎  
内
線
６
０
６
２

第
４
回「
未
来
の
先
生
か
ら
メ
ッ

セ
ー
ジ
～
10
年
後
に
求
め
ら
れ
る
人

材
、そ
し
て
、何
を
学
ぶ
べ
き
か
～
」

　

大
き
く
変
わ
る
未
来
に
向
け
て

家
庭
で
で
き
る
事
を
学
び
ま
せ
ん

か
。

日
時　

12
月
22
日（
日
）午
後
1
時

か
ら

講
師　

森 

弘
達 

氏（
武
蔵
野
大
学

附
属
千
代
田
高
等
学
校
副
校
長
）

場
所　

中
央
公
民
館
３
階 

ホ
ー
ル

費
用　

無
料

定
員　

1
0
0
人

申
し
込
み　

電
話
ま
た
は
中
央
公

民
館
窓
口
で
申
し
込
み

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

村
ま
わ
り
組
踊
開
催

問
浦
添
市
文
化
芸
術
振
興
事
業

実
行
委
員
会
事
務
局（
文
化
ス
ポ
ー

ツ
振
興
課
内
）

☎  

内
線
６
１
６
３
、６
１
６
４

　

伊
祖
公
民
館
を
劇
場
に
初
心
者

で
も
楽
し
め
る
組
踊
を
上
演
し
ま

す
。
今
年
は
組
踊
初
上
演
か
ら

3
0
0
周
年
と
い
う
記
念
の
年
で

す
。組
踊
を
身
近
に
感
じ
て
み
ま
せ

ん
か
。

日
時　

12
月
14
日（
土
）午
後
6
時

か
ら（
午
後
5
時
30
分
開
場
）

場
所　

伊
祖
公
民
館

費
用　

無
料

出
演　

浦
添
市
文
化
協
会
組
踊
部

会
ほ
か

▲浦西自治会での村まわり組踊

そ
の
他

令
和
元
年
度
浦
添
市
職
員
採
用

候
補
者
選
定
試
験
の
ご
案
内

問 

職
員
課

☎  

内
線
２
０
６
２
・
２
０
６
１

職
種
、試
験
区
分
及
び
採
用
予
定
人
数

・
土
木
技
術
職（
上
級
・
初
級
）若
干
名

採
用
予
定
月
日　

令
和
２
年
４
月

１
日

受
験
資
格　

各
職
種
年
齢
・
資
格
等

の
要
件
が
あ
り
ま
す
。詳
し
く
は
試

験
実
施
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

第
一
次
試
験
日　

令
和
２
年
１
月

11
日（
土
）

受
験
申
込
書
の
配
布　

所
定
の
申

込
書
を
職
員
課
で
配
布
及
び
申
込

受
付
し
ま
す
。

※
申
込
受
付
期
間
中
は
試
験
実
施

要
項
及
び
受
験
申
込
書
を
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

申
込
受
付
期
間　

12
月
10
日（
火
）

～
20
日（
金
）の
土
日
・
祝
日
を
除
く

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15

分
ま
で
。（
た
だ
し
正
午
～
午
後
１

時
を
除
く
）郵
送
で
の
申
し
込
み
は

12
月
20
日（
金
）消
印
有
効
。

※
申
込
書
を
郵
送
で
申
請
す
る
際

に
は
、浦
添
市
役
所
職
員
課
あ
て

の
封
筒
の
表
に
「
受
験
申
込
書
請

求
」と
朱
書
き
し
、Ａ
４
版
返
信
用

封
筒
に
住
所
・
氏
名
を
記
入
の
上
、

1
4
0
円
切
手
を
貼
付
し
、簡
易
書

留
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

臨
時
職
員
募
集

問 

職
員
課 

人
事
係

☎  

内
線
２
０
６
１

【
資
格
を
要
し
な
い
も
の
】

一
般
事
務
・
建
築
職
・
土
木
職

【
資
格
を
要
す
る
も
の
】

学
芸
員
・
保
育
士
・
社
会
福
祉
士
・
生

活
保
護
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー（
社
会
福

祉
士
ま
た
は
社
会
福
祉
主
事
）・
技

術
職（
測
量
士
補
有
資
格
者
、一
級

管
工
事
施
工
管
理
技
師
有
資
格
者
）

技
術
職
臨
床
心
理
士
ほ
か

賃
金　

一
般
事
務（
日
額
６
４
５
６

円
）、建
築
職
お
よ
び
土
木
職（
資
格

等
に
応
じ
て
決
定
し
ま
す
）、学
芸

員
（
日
額
６
８
１
７
円
）、保
育
士

（
日
額
１
万
円
※
短
時
間
勤
務
は
時

給
１
０
７
７
円
）、社
会
福
祉
士（
日

額
９
３
５
１
円
）、介
護
支
援
専
門

員
（
日
額
９
３
５
１
円
）、技
術
職

（
資
格
等
に
応
じ
て
決
定
し
ま
す
）、

技
術
職
臨
床
心
理
士（
１
万
円
）な
ど

通
勤
手
当　

日
額
１
０
０
円（
通
勤

距
離
が
２
キ
ロ
以
上
の
人
）

浦添市役所（代）☎（876）1234問 問い合わせ先　☎　電話番号

任
用
期
間　

６
か
月
以
内（
更
新
あ

り
の
場
合
は
、更
新
前
も
含
め
て
最

長
１
年
）

受
付
期
間　

年
間
を
通
し
て
随
時

受
け
付
け

申
込
方
法　

所
定
の
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
、写
真
を
貼
付
し
、

職
員
課
人
事
係（
市
役
所
８
階
）へ

提
出
ま
た
は
郵
送
。（
申
込
書
は
職

員
課
で
配
布
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

※
欠
員
の
状
況
に
よ
り
採
用
さ
れ

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

【
令
和
２
年
度
会
計
年
度
任
用
職
員

の
募
集
】

　

広
報
う
ら
そ
え
へ
は
令
和
２
年

１
月
号
以
降
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
随

時
掲
載
し
ま
す
。

令
和
２
年「
浦
添
市
成
人
式
」

問 

こ
ど
も
青
少
年
課

☎  

内
線
６
６
１
４

　

案
内
は
が
き（
12
月
上
旬
送
付
予

定
）を
持
参
の
上
、時
間
に
遅
れ
ず

お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　

令
和
２
年
１
月
12
日（
日
）

受
付　

午
後
２
時
か
ら

【
第
１
部
】
午
後
２
時
30
分

【
第
２
部
】
午
後
３
時

場
所　

ア
イ
ム
・
ユ
ニ
バ
ー
ス 

て

だ
こ
ホ
ー
ル 

大
ホ
ー
ル

対
象　

平
成
11
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
12
年
４
月
１
日
の
間
に
生
ま

れ
た
人

※
ハ
ガ
キ
が
な
い
人
で
も
、当
日
会

場
で
受
け
付
け
す
る
こ
と
で
入
場

で
き
ま
す
。

■令和元年度 「国民健康保険税」および 「後期高齢者医療保険料」第６期納期限
令和元年度 『国民健康保険税』および 『後期高齢者医療保険料』第６期の納期限は１月６日 （月）です。納め忘れにご注意ください。
国民健康保険課国保税第2係 （内線３７１７～３７２２）、長寿いきいき係 （内線３７１２）
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編
集
後
記

集
合
し
、地
域
の
清
掃
活
動
や
親
睦

を
深
め
る
ふ
れ
あ
い
活
動
を
行
い

ま
す
。

日
時　

12
月
15
日（
日
）

場
所　

市
内
各
自
治
会

※
日
時
や
場
所
は
各
自
治
会
に
よ
っ

て
違
い
ま
す
の
で
、詳
し
く
は
各
自

治
会
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。詳

し
く
は
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

▲浦添市御万
人すりてぃ
CGG運動

▲昨年のCGG運動の様子

市
役
所
内「
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
相
談
窓
口
」

問 

地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
琉
球

☎  

（
９
１
７
）２
０
８
６

　

働
き
た
い
け
ど
…「
ど
う
し
て
い

い
の
か
わ
か
ら
な
い
」「
自
信
が
な

い
」
そ
ん
な
人
の
た
め
に
、自
分
に

あ
っ
た
ペ
ー
ス
で
、一
歩
ず
つ
前
に

進
む
こ
と
を
丁
寧
に
サ
ポ
ー
ト
し

ま
す
。

日
時　

12
月
24
日（
火
）午
後
２
時

～
午
後
５
時  

※
毎
月
第
４
火
曜
日

場
所　

市
役
所
１
階 

ロ
ビ
ー（
ふ

る
さ
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
向
か
い
側
）

対
象　

15
歳
～
39
歳

※
保
護
者
や
学
校
関
係
者
、
支
援

機
関
関
係
者
か
ら
の
相
談
に
も
応

じ
ま
す
。

費
用　

無
料

う
ら
そ
え
織

市
役
所
ロ
ビ
ー
販
売
会

問 

う
ら
そ
え
織
協
同
組
合

☎  

（
９
８
８
）４
４
５
９

　

大
切
な
人
へ
ク
リ
ス
マ
ス
の
贈

り
物
と
し
て
、ま
た
は
忘
年
会
の

景
品
と
し
て
、浦
添
市
な
ら
で
は
の

贈
り
物
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。う

ら
そ
え
織
の
ウ
ェ
ア
や
名
刺
入
れ
、

小
物
類
を
当
日
限
り
の
特
別
価
格

で
販
売
し
ま
す
。ぜ
ひ
こ
の
機
会
に

お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

日
時　

12
月
11
日（
水
）午
前
10
時

～
午
後
5
時

場
所　

市
役
所
１
階 

ロ
ビ
ー

フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ァ
ー
を
撮
る
と
い
う
緊

張
。
ご
本
人
も
撮
る
こ
と
に
慣
れ
て

い
て
も
撮
ら
れ
る
こ
と
に
は
慣
れ
て
い
な
い

の
で
、
互
い
に
緊
張
し
な
が
ら
撮
影
。「
い
い

で
す
ね
ー
」と
声
を
か
け
な
が
ら
撮
っ
た
一

枚
が
、誌
面
を
飾
る
メ
イ
ン
の
一
枚
。素
敵
な

表
情
で
す
。誰
を
撮
る
に
し
て
も
被
写
体
の

魅
力
を
最
大
限
引
き
出
す
た
め
に
想
い
を
込

め
て
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
る
。広
報
担
当
と
し

て
ま
た
一
つ
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
。（
上
江
洲
） 

台
風
接
近
で
中
止
に
な
っ
た
て
だ
こ
ま

つ
り
の
2
日
目
。
2
日
目
に
行
こ
う

と
思
っ
て
い
た
人
も
多
か
っ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
て
だ
こ
ま
つ
り
1
日
目
も
悪

天
候
な
が
ら
盛
り
上
が
っ
た
様
子
が
今
月
号

の
特
集
か
ら
伝
わ
る
と
嬉
し
い
で
す
。ま
た
、

翌
週
に
行
わ
れ
た
城
間
松
明（
テ
ー
ビ
ー
）

大
綱
引
き
に
参
加
し
ま
し
た
。
綱
引
き
に
使

う
大
綱
は
、
糸
満
市
の
真
栄
里
大
綱
引
き
の

綱
を
譲
り
受
け
て
い
る
そ
う
で
す
。
そ
う
い

う
つ
な
が
り
を
知
っ
て
か
ら
見
る
と
さ
ら
に

面
白
い
で
す
ね
！　
　
　
　
　
　
（
内
間
）

城
間
松
明
大
綱
引
き
で
初
め
て
見
た「
ミ

シ
ゲ
ー
ガ
ー
エ
ー
」。「
危
な
い
か
ら
離

れ
て
ー
」と
言
わ
れ
、
何
が
起
こ
る
ん
だ
ろ

う
と
思
っ
て
い
る
と
…
女
性
た
ち
の
大
き
な

声
と
と
も
に
し
ゃ
も
じ
の
激
し
く
ぶ
つ
か
り

合
う
音
が
鳴
り
響
き
、し
ゃ
も
じ
が
真
っ
二

つ
に
割
れ
、そ
の
迫
力
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。

誌
面
に
限
り
は
あ
り
ま
す
が
、地
域
の
名
物

イ
ベ
ン
ト
を
も
っ
と
知
り
た
い
な
と
思
い
ま

し
た
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
棚
原
）

首
里
城
が
焼
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。最
後

に
行
っ
た
の
は
20
年
前
で
す
が
、当
た

り
前
の
よ
う
に
あ
っ
た
存
在
が
な
く
な
っ
た

の
は
と
て
も
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。過
去
に
は

４
回
も
焼
失
し
た
首
里
城
、今
回
も
蘇
ら
せ

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、私
も
で
き
る
か
ぎ

り
い
ろ
い
ろ
協
力
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ち
ば
り
よ
ー
！　
　
　
　

 　
　
　
（
上
原
）

秋
と
い
え
ば
、食
欲
の
秋
、ス
ポ
ー
ツ
の

秋
、読
書
の
秋
、な
ど
色
々
あ
り
ま
す

が
、
浦
添
市
の
秋
は
去
年
か
ら
「
ま
つ
り
の

秋
」
で
す
ね
！
そ
う
で
す
、て
だ
こ
ま
つ
り
！

今
年
は
取
材
班
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
が
、

こ
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、多
く
の
人
の
笑
顔

を
見
る
こ
と
が
で
き
て
幸
せ
で
し
た
。私
は

運
良
く
獅
子
舞
に
頭
を
か
ま
れ
た
の
で
、い

い
こ
と
が
あ
り
そ
う
で
す
！（
笑
）　
（
比
嘉
）

浦添市役所（代）☎（876）1234問 問い合わせ先　☎　電話番号

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
購
入

引
換
券
を
受
け
取
れ
な
か
っ
た

皆
さ
ん
へ

問 

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
担
当
室

☎  

（
８
７
６
）９
５
３
０

　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
購
入

対
象
者
と
な
る
人
へ
、
購
入
引
換

券
を
簡
易
書
留
で
郵
送
し
て
い
ま

す
が
、
郵
便
局
で
保
管
期
限
を
過

ぎ
た
購
入
引
換
券
を
、
本
市
で
保

管
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
購
入
引
換
券
の
受
取
を
希

望
さ
れ
る
人
は
、
問
い
合
わ
せ
先

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
商
品
券
の

販
売
は
令
和
2
年
1
月
31
日
で
終

了
し
ま
す
の
で
早
め
に
受
け
取
り

く
だ
さ
い
。

対
象 

①
平
成
28
年
4
月
2
日
か

ら
令
和
元
年
9
月
30
日
生
ま
れ
の

子
ど
も
の
い
る
世
帯
②
住
民
税
非

課
税
者
の
人
で
申
請
書
を
提
出
し
、

交
付
決
定
さ
れ
た
人

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の

申
請
期
限
の
延
長

問 

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
担
当
室

☎  

（
８
７
６
）９
５
３
０

　

住
民
税
非
課
税
者
の
人
に
対
し
、

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
の
申

請
の
案
内
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
申
請
期
限
を
12
月
20
日（
金
）

ま
で
延
長
し
ま
す
。

　

ま
た
、
期
限
の
延
長
に
伴
い
、

①
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
対
象

と
思
わ
れ
る
人
で
②
ま
だ
申
請
を

し
て
い
な
い
人
へ
、
11
月
20
日
以

降
に
、
再
度
ご
案
内（
申
請
書
同
封
）

を
郵
送
し
て
い
ま
す
。

浦
添
市
御う
ま
ん
ち
ゅ

万
人
す
り
て
ぃ

ク
リ
ー
ン・グ
リ
ー
ン・グ
レ
イ

シ
ャ
ス（
Ｃ
Ｇ
Ｇ
）運
動

問 

浦
添
市
青
少
年
健
全
育
成
市

民
会
議

☎  

内
線
６
６
１
４
・
６
６
１
５

　
「
地
域
の
子
は
地
域
で
育
て
る
」

と
の
共
通
認
識
の
も
と
、Ｃ
Ｇ
Ｇ
運

動
を
実
施
し
ま
す
。

　

市
内
の
自
治
会
館
や
公
民
館
に

▼対象でこの封筒を受け取っていない人は
ご連絡ください。

▼この封筒で郵送しています。商品券の購入
を希望される人は、同封の申請書でお早めに
申請してください。

▲うらそえ織のかりゆしウェア



見
や
す
い
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
フ
ォ
ン
ト
を

採
用
し
て
い
ま
す
。
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／
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添
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線
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印

刷
／

株
式

会
社

 尚
生

堂
こ

の
印

刷
物

は
地

球
環

境
に

優
し

い
植

物
油

イ
ン

キ
を

使
用

し
て

い
ま

す
。


